
領 域 専門分野Ⅱ 授業科目 老年看護学概論 単位（授業時間／時間数） １（１４／１５） 

開講年次 １年次 開講時期 後期 授業回数 ７回 

担当講師名 専任教員 講師所属 福岡水巻看護助産学校 

特記事項 実務経験のある教員による科目 
臨床（病院）での看護師の実務経験を 

ふまえ臨床に即した授業・演習を行なう 

授業のねらい 

 老年看護学概論では、人生の最終段階にある高齢者の理解と高齢者観を育むことをねらいとする。

加齢に伴う身体的、心理的、社会的側面から高齢者の健康や生活への影響について理解する。また、

わが国における高齢者の保健医療福祉の現状と課題を学習し、高齢者及び高齢社会に対する理解を

深める。 

授業目標 

1．老年看護学の概要を理解する。 

2．高齢者の身体的、心理的、社会的側面の特徴について理解する。 

3．高齢者を取り巻く社会の様相の統計的側面について理解する。 

4．高齢社会における保健・医療・福祉の動向について理解する。 

5．高齢者の現状と課題について理解する。 

6．高齢者看護の理念及び基本的な視点について理解する。 

授業概要 

回 数 内 容 

第 1 回 1．授業ガイダンス／高齢者の理解① 

 （高齢者の社会・心理的特徴）（高齢者の発達課題） 

第 2 回 2．高齢者の理解②（高齢者の身体的特徴） 

第 3 回 3．高齢社会と社会保障①（高齢社会の統計的輪郭） 

第 4 回 4．高齢社会と社会保障②／高齢社会における保健医療福祉の動向 

 （介護保険制度）（高齢者医療制度） 

第 5 回 5．高齢社会と社会保障③／高齢社会における権利擁護／ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

 （高齢者虐待）（身体拘束）（成年後見制度）（高齢者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 

第 6 回 6．高齢者及び高齢社会の課題 

第 7 回 7．加齢による身体的・心理的変化を体験する（高齢者疑似体験） 
 

授業の進め方 

講義、グループワーク 

教科書 

 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学（医学書院） 

参考図書 

国民衛生の動向（厚生統計協会） 

ナーシング・グラフィカ 老年看護学 老年看護の実践（メディカ出版） 

評価方法 

終講時 客観的テスト 

課題、小テスト、終講時試験、授業参加度にて総合的に評価 

試験時間は時間数に含む。 

 


